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序文 

この規格は，2005 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 19501 を基に，技術的内容を変更することなく

作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項及び附属書 JA～附属書 JC は，対応国際規格にはな

い事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，オブジェクト分析及びオブジェクト設計を行うシステムアーキテクトに，ビジネスモデル

化及びソフトウェアシステムの成果物を記述し，視覚化し，構築し，文書化するための一つの一貫性ある

言語を提供することを目的に，統一モデル化言語（UML）について規定する。 

この規格は，オブジェクト技術に関する産業界でのベストプラクティスの集大成である。UML は，既に

指導的であった三つのオブジェクト指向技法［Booch 法 1)，OMT 2)
 及び OOSE 3)］を適切に継承するオブジ

ェクトモデル化言語である。UML は，これらのモデル化言語及び更にそれ以上の技術を融合したものであ

り，これらの技法が十分に解決することができなかったモデル化での問題点を解決するための追加の表現

力をもっている。 

UML の主要な目的の一つは，オブジェクトモデル視覚化ツール間の相互運用性を確保することによって，

産業界の状況を進歩させることである。しかし，ツール間のモデル情報の意味のある交換を可能とするた

めに，意味論的及び記法上の一致が求められる。UML は，次に示すこれらの要求を満たすものである。 

－ オブジェクト分析及びオブジェクト設計［OA&D 4)］モデルの意味論を表現するための，OA&D に共

通なメタモデルの形式定義。これは，静的モデル，振る舞いモデル，使い方のモデル，及びアーキテ

クチャモデルを含む。 

－ OA&D ツール間モデル交換のためのメカニズムに必要なインタフェース定義言語（IDL）。これには，

利用者モデルの動的な構成及び走査を支援する IDL インタフェースの集合を含む。 

－ OA&D モデルを表現する人間に解読可能な記法。この規格は，UML の豊富な意味論を一貫性をもっ

て表現する簡潔な図的構文としての UML 記法を定義する。記法は，OA&D モデル化及び UML の本

質的な部分である。 

注 1) Booch 法 Grady Booch（米）によって開発されたオブジェクト指向ソフトウェア開発手法 
2) OMT Object Modeling Technique の略 
3) OOSE Object Oriented Software Engineering の略 


